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内容要旨  
目的：近年，歯を白くするブリーチングのニーズが増加するなかで，薬剤
の歯質内浸透の影響についての研究はいまだ少ないのが現状である．波長
走査型光干渉断層装置(Swept-source Optical Coherence Tomography:以
下 SS-OCT)は非侵襲下に硬組織の断層像を得ることができる装置である．
今回，ヨシダで開発された SS-OCT を用いてブリーチング前後の歯質内画
像変化を観察した．得られた画像を数値化し，顕微ラマン分光分析との比
較検討を行うことにより，過酸化水素水の歯質内拡散動態を分析した． 
材料と方法：ヒト抜去前歯を 20 本用いて，ブリーチング１回(グループ
1)，３回(グループ 2)，６回(グループ 3)，９回(グループ 4)の４グルー
プに分類した．松風ハイライトをブリーチング薬剤として，ブリーチング
前後に測色と SS-OCT を用いた歯質内観察を行った．さらに術後，顕微ラ
マン分光分析により過酸化水素水の特有波長をエナメル質から象牙質ま
で測定した．SS-OCT から得られた画像と顕微ラマン分光分析で得られた
過酸化水素水の拡散動態との比較検討を行った． 
結果：ブリーチング前後の L*a*b*を測定した結果，術後 L*値は増加，a*
値 b*値は低下し，すべての試料にブリーチング効果が認められた．⊿E*ab
はブリーチング回数の増加に伴い大きくなった．SS-OCT ではブリーチン
グ後エナメル質表層の光反射強度が増加し，エナメル象牙境付近の光反射
強度の減少が観察された． SS-OCT から得られたデータの統計学的分析を
行った結果，術前後でエナメル質表層，エナメル象牙境付近にてそれぞれ
有意差が認められた(Student’s t-test p<0.05)．顕微ラマン分光法では，
過酸化水素水に見られる特有波長がエナメル象牙境付近に顕著に観察さ
 れた．  
結論：SS-OCT と顕微ラマン分光分析の比較により，SS-OCT で得られた画
像変化は過酸化水素水の歯質内浸透によって組織構造変化を起こしたた
めだと考えられた．SS-OCT は被爆なく安全に歯質内面を観察することが
可能であり，ブリーチング効果の新しい評価法として有効性があることが
示唆された． 
 
